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論文内容の要旨
本論文は、開放サイクル MHD 発電にわける発電現象、導電現象および発電ダクトの構成法に関す
る研究成果をまとめたもので、緒言、本文 4 章および結言からなっている。
緒言では、本研究の目的を明らかにし、各章における研究結果を概説している。
第 1 章では、 MHD 発電の実用的意義、動作原理むよび各種の MHD 発電方式の特徴を論じ、開放
サイクル MHD 発電における技術的問題点を詳細に検討して、本研究の必要性を述べている。
第 2 章では、もっとも基本的で重要な発電現象について理論的に考察し、実験結果と比較検討して
いる。すなわち、電気的特性における実験結果と従来の一次元定常流理論とのずれは、低温の陰極近傍
にイオンの空間電荷が形成される場合は、電庄一微小電流特性に、 また、 陽極近傍で電子の空間電
荷が形成される場合は、電圧一負荷電流特性に支配されることに起因するとしている。
第 3 章では、開放サイクル MHD 発電の作動ガスとして K ZS04 をシードした重油空気燃焼ガスを選
び、その高温における導電率、プラズマと電極との聞の導電機構を理論的に考察し、実験結果と比較
検討している。作動ガスの導電率は、すべての反応が熱平衡にあると仮定した値と一致すること、陰
極から電子電流が均一に流出するためには、陰極の表面温度を2400 0K以上にしなければならないこと、
+ 重油燃焼ガスの場合、 OH ラジカルの存在によって K イオンのモル分率が上昇し、正イオンの電流密
度が大きくなることを示している。
第 4 章は、発電ダクトの構成法に関するものである。発電ダクトの構成材料とその使用条件、各種
の耐熱耐火材料の MHD 零囲気中での特性を明らかにし、従来の発電ダクトにおける問題点を指摘し
ている。さらに、これらの問題点を解決するために、発電ダクトの絶縁壁むよび電極をそれぞれセラ
ミックスで構成し、表面温度を材料の許容温度まで冷却するセミホット壁発電ダクトを開発し、良好
な結果をえている。
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結言において、各章で得られた研究結果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、開放サイクル MHD 発電に関する実験的研究であって、とくに MHD 発電機として重要
な発電ダクトに関する著者の研究結果をまとめたものである。
すなわち、プラズマジェットを熱源とする MHD 発電機を用いて実験した結果、従来の一次元定常
流の理論との不一致は、電極の表面温度とその近傍の空間電荷が重要で、あることを指摘し、新しい構
成法によるセミホット壁発電ダクトを提案している。
これらの研究結果は、開放サイクル MHD 発電の実用化を一歩前進せしめたものであり、本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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